0805-005澎湖開台天后宮1071字
日文翻譯完成版：

---------------------------------------------------------------------
澎湖で始まった天后宮

媽祖は台湾人がとても信仰している神祇で、毎年台湾のいたるところで、媽祖を担ぎながら歩き回るイベントがあって、それは、かなり特色のある民間イベントなのです。しかし、皆さんは台湾の媽祖の印象の中で、最も有名なのは、台南天后宮及び大甲媽祖であり、恐らく少数の人にしか知られていない台湾最初の媽祖廟は、実は澎湖にある天后宮で、文献に記されていたことも、最も早かった1604年（明万暦32年）にはすでに建てられたことです。澎湖は中国と台湾との間の特殊な位置にあたる為、以前は外国の政権で、例えば、オランダ人、日本人が台湾を侵略する中継地点でした。台湾は中国の一部分であった為に当然清朝の政府は占領されたことに黙っていられなく、その為に、最初に沈有容氏を派遣し、その後施琅氏も台湾に来させて、1683年、施琅氏は皇帝から媽祖に天后という封号を賜るように要請した。台湾の歴史の中で最も長い歴史を持つ天后宮の建物となり、台湾の一級の古跡でもあります。
日文：

（写真P1460989）

（写真P1460990）

（写真P1470027）

図の解説：400年余り以来、澎湖で始まった天后宮は歴史的に移り変わりを見守って来たことであり、今日に至るまでに参拝する観光客が絶え間なく続けられており、澎湖人の重要的な媽祖信仰の精神の寄託するところです。

日文：

天后宮を参拝する場合、お線香で安全を祈願すること以外に、この長い歴史を持つ古跡は、まだたくさんの見所があって、ここの建築は1922年に再建されており、当時の広東省の潮州から、工芸に精通する師匠を招いて、廟宇の構築を主宰して貰いまして、それが所以に天后宮の建築物は特色がある潮州の建築風格があって、台湾で見られる普通の福建式の建築風格と異なっており、正殿には、祀ってある媽祖は金面の神像を採用し、これは、即ち俗称されている

「金面の媽祖」と呼ばれていて、台湾の媽祖廟でも、極めて稀のことです。

（写真P1470075）

図の解説：台湾第一の古い碑「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑に彫りつけられた記事です。

天后宮の後に来て、廟から二件の古物が展示されていることが見えて、最初は「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」の碑記があり、この碑に彫り付けられた記事は、日本の明治時代（1919年）に再建した最中に地下で発見されたことであり、1604年の清朝時代において、沈有容氏は澎湖に来て、オランダ人の常麻郎を退去させた事跡が書かれたために歴史の出来事を実証されました。

（写真P1470068）

図の解説：台湾第二の古碑

第二の古碑は年代1681-1683年の間に、風化された程度が酷かったのだが、当時の清朝時代の総督劉国軒氏は、天后宮の恩沢に感謝して懐かしむために石碑に刻み込んだことと推定されていて、かなり歴史の価値があると思われています。

天后宮に来て、他に見逃すことが出来ないことは、精巧で美しい木彫りの芸術作品の彫刻です。正門のところでは、天后宮の廟宇の牌額の位置に、八仙人が海を渡るという木彫りの彫刻を見ることができて、、それは台湾では珍しい木彫りの作品です。八仙人の神様は、各々の神祇の聖像が異なっており、表情は生き生きとしていて、彫刻する職人の精巧な工芸技術が充分に見られることが出来て、また、その他に取り上げる価値があるものは、もう一つがあって、それは、天后宮は「榫接」という建造技術を採用し、伝統方式を使って、一本たりとも釘を使わず、木でぼそを押さえて連結し、このような大きな廟は榫接技術を使って、かなり難しい技巧なのです。また、廟門前には一つ大型の八卦図に布陣された階段があって、台湾全国には、絶対に見えない稀の物であり、観光客にとって、この廟の内にある廟宇の宗教芸術をじっくりに観賞する価値があると思われます。

（写真P1470142）

図の解説：天后宮の正殿の廟門前の八仙人が海を渡るの彫刻は、八仙人の各々聖像が皆、異なっていて、生き生きとしており、彫刻師匠の造形芸術の職人芸が思う存分に発揮されています。
（写真P1470119）

図の解説：廟宇の頂上にある飛び簷の装飾を細かく観察すると、交趾陶及び挟みの斬りと貼る技巧を駆使して構築された藝術品であり、台湾廟宇の伝統的な装飾芸術の極致の現れのだと思われます。

台湾の旅行業界の方々は、もし観光客を澎湖に連れて来て観光すれば、天后宮は必ず来る場所であり、それは、ここに400年余りの歴史の価値が有るほかにたくさんの彫刻芸術が細かく観賞する価値があるからのです。聞いた話によると、旅行業界の口コミでは「澎湖に来るならば、天后宮に行かないと、まるで宝の山に入って、素手で帰ることの如しという感嘆に思わずに居られません」ということになります。もし、貴方様は澎湖に来る機会がありましたら、ここは絶対に見逃してはいけない観光スポットです！

---------------------------------------------------------------------

中日対照版：
---------------------------------------------------------------------

中文：

澎湖開台天后宮
媽祖是臺灣人非常信仰的神祇，每年臺灣甚至都有媽祖出巡繞境的活動，成為相當具有特色的民間活動。
但是大家對臺灣的印象中，媽祖天后宮最有名的就是台南天后宮及大甲媽祖，但可能很少人知道，臺灣第一座媽祖廟就是位在澎湖的天后宮，文獻記載最早於1604年（明萬曆32年）就已建成，澎湖因為地處大陸和臺灣之間的特殊位置，成為以前外國政權如荷蘭人、日本人侵略臺灣的中繼站，臺灣由於是大陸的一部份，當然清朝政府不會坐視被佔領，所以先後派遣沈有容、施琅先後來台，在1683年由施琅奏請敕封為天后，成為臺灣歷史最悠久的天后宮廟宇，也是臺灣的一級古跡。
日文：

澎湖で始まった天后宮

媽祖は台湾人がとても信仰している神祇で、毎年台湾のいたるところで、媽祖を担ぎながら歩き回るイベントがあって、それは、かなり特色のある民間イベントなのです。しかし、皆さんは台湾の媽祖の印象の中で、最も有名なのは、台南天后宮及び大甲媽祖であり、恐らく少数の人にしか知られていない台湾最初の媽祖廟は、実は澎湖にある天后宮で、文献に記されていたことも、最も早かった1604年（明万暦32年）にはすでに建てられたことです。澎湖は中国と台湾との間の特殊な位置にあたる為、以前は外国の政権で、例えば、オランダ人、日本人が台湾を侵略する中継地点でした。台湾は中国の一部分であった為に当然清朝の政府は占領されたことに黙っていられなく、その為に、最初に沈有容氏を派遣し、その後施琅氏も台湾に来させて、1683年、施琅氏は皇帝から媽祖に天后という封号を賜るように要請した。台湾の歴史の中で最も長い歴史を持つ天后宮の建物となり、台湾の一級の古跡でもあります。
中文：

（照片P1460989）
（照片P1460990）
（照片P1470027）
圖說：400多年來，澎湖開台天后宮見證了歷史的更迭，至今仍是香火不斷，是澎湖人重要的信仰寄託
日文：

（写真P1460989）

（写真P1460990）

（写真P1470027）

図の解説：400年余り以来、澎湖で始まった天后宮は歴史的に移り変わりを見守って来たことであり、今日に至るまでに参拝する観光客が絶え間なく続けられており、澎湖人の重要的な媽祖信仰の精神の寄託するところです。

中文：

到天后宮除了上香祈求平安之外，這座歷史悠久的古跡還有許多可看之處，這裡的建築是1922年重建的，當時聘請廣東潮州的師傅來主持建造，所以天后宮的建築特色具有潮州風格，和臺灣一般閩式風格不同，而正殿供奉的媽祖採金面，俗稱「金面媽祖」，在臺灣的媽祖廟中也是絕無僅有的。
日文：

天后宮を参拝する場合、お線香で安全を祈願すること以外に、この長い歴史を持つ古跡は、まだたくさんの見所があって、ここの建築は1922年に再建されており、当時の広東省の潮州から、工芸に精通する師匠を招いて、廟宇の構築を主宰して貰いまして、それが所以に天后宮の建築物は特色がある潮州の建築風格があって、台湾で見られる普通の福建式の建築風格と異なっており、正殿には、祀ってある媽祖は金面の神像を採用し、これは、即ち俗称されている

「金面の媽祖」と呼ばれていて、台湾の媽祖廟でも、極めて稀のことです。

中文：

（照片P1470075）
圖說：臺灣第一古碑「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑記
日文：

（写真P1470075）

図の解説：台湾第一の古い碑「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑に彫りつけられた記事です。

中文：

來到天后宮後面，會看到廟方展出兩個古物，第一個就是「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑記，這碑記是日治時代（1919年）重建過程中在地下發現的，印證1604年清朝沈有容來澎湖諭退荷蘭人常麻郎的事蹟。
日文：
天后宮の後に来て、廟から二件の古物が展示されていることが見えて、最初は「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」の碑記があり、この碑に彫り付けられた記事は、日本の明治時代（1919年）に再建した最中に地下で発見されたことであり、1604年の清朝時代において、沈有容氏は澎湖に来て、オランダ人の常麻郎を退去させた事跡が書かれたために歴史の出来事を実証されました。
中文：

（照片P1470068）
圖說：臺灣第二古碑
日文：

（写真P1470068）

図の解説：台湾第二の古碑

中文：

第二古碑年代為1681-1683年之間，因為風化嚴重，但可推斷出是當時清朝總督劉國軒為了感念天后宮的恩澤而刻出的石碑，也相當具有歷史價值。
來天后宮另外不能錯過的，就是雕刻精美的木雕藝術作品，在正門天后宮廟牌上可以看到木雕的八仙過海雕刻，是臺灣少見的木雕作品，八仙每個神祇的形象各異，表情栩栩如生，足見雕刻師傅的功力，另外值得一提的，天后宮採用「榫接」的建造技術，以傳統方式製作，廟宇不用一根釘子而是用木頭卡榫相接，要建造這樣的大型廟宇而僅使用榫接技術，是相當難得的技巧，還有在廟門前有一個大型八卦圖陣臺階，也是全臺灣僅有的，值得旅人們細細品味其中的廟宇宗教藝術。
日文：

第二の古碑は年代1681-1683年の間に、風化された程度が酷かったのだが、当時の清朝時代の総督劉国軒氏は、天后宮の恩沢に感謝して懐かしむために石碑に刻み込んだことと推定されていて、かなり歴史の価値があると思われています。

天后宮に来て、他に見逃すことが出来ないことは、精巧で美しい木彫りの芸術作品の彫刻です。正門のところでは、天后宮の廟宇の牌額の位置に、八仙人が海を渡るという木彫りの彫刻を見ることができて、、それは台湾では珍しい木彫りの作品です。八仙人の神様は、各々の神祇の聖像が異なっており、表情は生き生きとしていて、彫刻する職人の精巧な工芸技術が充分に見られることが出来て、また、その他に取り上げる価値があるものは、もう一つがあって、それは、天后宮は「榫接」という建造技術を採用し、伝統方式を使って、一本たりとも釘を使わず、木でぼそを押さえて連結し、このような大きな廟は榫接技術を使って、かなり難しい技巧なのです。また、廟門前には一つ大型の八卦図に布陣された階段があって、台湾全国には、絶対に見えない稀の物であり、観光客にとって、この廟の内にある廟宇の宗教芸術をじっくりに観賞する価値があると思われます。
中文：

（照片P1470142）
圖說：天后宮正殿廟門前的八仙過海雕刻，每尊八仙形象各異栩栩如生，是展現雕刻師傅技巧的造形藝術
（照片P1470119）
圖說：仔細觀察廟宇上方的飛簷裝飾，以交趾陶及剪黏技巧構築而成的構件，體現了臺灣傳統廟宇裝飾藝術。
日文：

（写真P1470142）

図の解説：天后宮の正殿の廟門前の八仙人が海を渡るの彫刻は、八仙人の各々聖像が皆、異なっていて、生き生きとしており、彫刻師匠の造形芸術の職人芸が思う存分に発揮されています。
（写真P1470119）

図の解説：廟宇の頂上にある飛び簷の装飾を細かく観察すると、交趾陶及び挟みの斬りと貼る技巧を駆使して構築された藝術品であり、台湾廟宇の伝統的な装飾芸術の極致の現れのだと思われます。
中文：

臺灣旅遊業界如果帶領遊客來澎湖參觀，天后宮是一定必來之處，因為這裡除了有400多年的歷史價值之外，更有許多雕刻藝術工藝值得細細觀覽，難怪旅遊業界流傳一句話「若到澎湖，不到天后宮，將有入寶山空手而回的感歎」，如果您有機會來到澎湖，這裡可是千萬不能錯的的景點。
日文：

台湾の旅行業界の方々は、もし観光客を澎湖に連れて来て観光すれば、天后宮は必ず来る場所であり、それは、ここに400年余りの歴史の価値が有るほかにたくさんの彫刻芸術が細かく観賞する価値があるからのです。聞いた話によると、旅行業界の口コミでは「澎湖に来るならば、天后宮に行かないと、まるで宝の山に入って、素手で帰ることの如しという感嘆に思わずに居られません」ということになります。もし、貴方様は澎湖に来る機会がありましたら、ここは絶対に見逃してはいけない観光スポットです！
---------------------------------------------------------------------

0805-005澎湖開台天后宮1071字
中文原稿版：
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

澎湖開台天后宮
媽祖是臺灣人非常信仰的神祇，每年臺灣甚至都有媽祖出巡繞境的活動，成為相當具有特色的民間活動。
但是大家對臺灣的印象中，媽祖天后宮最有名的就是台南天后宮及大甲媽祖，但可能很少人知道，臺灣第一座媽祖廟就是位在澎湖的天后宮，文獻記載最早於1604年（明萬曆32年）就已建成，澎湖因為地處大陸和臺灣之間的特殊位置，成為以前外國政權如荷蘭人、日本人侵略臺灣的中繼站，臺灣由於是大陸的一部份，當然清朝政府不會坐視被佔領，所以先後派遣沈有容、施琅先後來台，在1683年由施琅奏請敕封為天后，成為臺灣歷史最悠久的天后宮廟宇，也是臺灣的一級古跡。
（照片P1460989）
（照片P1460990）
（照片P1470027）
圖說：400多年來，澎湖開台天后宮見證了歷史的更迭，至今仍是香火不斷，是澎湖人重要的信仰寄託
到天后宮除了上香祈求平安之外，這座歷史悠久的古跡還有許多可看之處，這裡的建築是1922年重建的，當時聘請廣東潮州的師傅來主持建造，所以天后宮的建築特色具有潮州風格，和臺灣一般閩式風格不同，而正殿供奉的媽祖採金面，俗稱「金面媽祖」，在臺灣的媽祖廟中也是絕無僅有的。
（照片P1470075）
圖說：臺灣第一古碑「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑記
來到天后宮後面，會看到廟方展出兩個古物，第一個就是「沈有容諭退紅毛番常麻郎等」碑記，這碑記是日治時代（1919年）重建過程中在地下發現的，印證1604年清朝沈有容來澎湖諭退荷蘭人常麻郎的事蹟。
（照片P1470068）
圖說：臺灣第二古碑
第二古碑年代為1681-1683年之間，因為風化嚴重，但可推斷出是當時清朝總督劉國軒為了感念天后宮的恩澤而刻出的石碑，也相當具有歷史價值。
來天后宮另外不能錯過的，就是雕刻精美的木雕藝術作品，在正門天后宮廟牌上可以看到木雕的八仙過海雕刻，是臺灣少見的木雕作品，八仙每個神祇的形象各異，表情栩栩如生，足見雕刻師傅的功力，另外值得一提的，天后宮採用「榫接」的建造技術，以傳統方式製作，廟宇不用一根釘子而是用木頭卡榫相接，要建造這樣的大型廟宇而僅使用榫接技術，是相當難得的技巧，還有在廟門前有一個大型八卦圖陣臺階，也是全臺灣僅有的，值得旅人們細細品味其中的廟宇宗教藝術。
中文：

（照片P1470142）
圖說：天后宮正殿廟門前的八仙過海雕刻，每尊八仙形象各異栩栩如生，是展現雕刻師傅技巧的造形藝術
（照片P1470119）
圖說：仔細觀察廟宇上方的飛簷裝飾，以交趾陶及剪黏技巧構築而成的構件，體現了臺灣傳統廟宇裝飾藝術。
日文：

（照片P1470142）
圖說：天后宮正殿廟門前的八仙過海雕刻，每尊八仙形象各異栩栩如生，是展現雕刻師傅技巧的造形藝術
（照片P1470119）
圖說：仔細觀察廟宇上方的飛簷裝飾，以交趾陶及剪黏技巧構築而成的構件，體現了臺灣傳統廟宇裝飾藝術。
臺灣旅遊業界如果帶領遊客來澎湖參觀，天后宮是一定必來之處，因為這裡除了有400多年的歷史價值之外，更有許多雕刻藝術工藝值得細細觀覽，難怪旅遊業界流傳一句話「若到澎湖，不到天后宮，將有入寶山空手而回的感歎」，如果您有機會來到澎湖，這裡可是千萬不能錯的的景點。
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